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日
本
公
衆
衛
生
看
護
学
会
学
術

集
会
に
お
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
活
動
報
告

令
和
６
年
１
月
６
日（
土
）～
７
日（
日
）

に
開
催
さ
れ
た
第
12
回
日
本
公
衆
衛
生

看
護
学
会
学
術
集
会
に
お
い
て
、
第
９
回

全
国
保
健
師
長
会
特
別
企
画
ワ
ー
ク

ショップ
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
に
お
け
る

母
子
保
健
の
推
進
等
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
前
に
、「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
高
い
保
健
師
、

職
場
環
境
」が
私
た
ち
の
活
動
を
推
進
す

る
力
の
一
つ
と
な
る
と
考
え
て
企
画
し
ま

し
た
。

講
師
に
、
日
本
赤
十
字
看
護
大
学
の

成
木
弘
子
教
授
を
お
招
き
し
、「
み
ん
な
で

考
え
よ
う
！ 

共
に
育
ち
合
え
る
し
な
や

か
な【
レ
ジ
リ
エンス
の
高
い
】職
場
環
境
を

目
指
し
て
」を
テ
ーマ
に
、
１
０
０
名
の
方
に

【
個
人
の
レ
ジ
リ
エンス
と
組
織
の
レ
ジ
リ
エン

ス
】個

人
の
レ
ジ
リ
エン
ス
に
は
、
落
ち
込
ん

だ
と
き
に
ど
う
やって
回
復
し
て
い
く
か
、

こ
の
力
が
重
要
で
あ
る
。
保
健
師
は
、
健

康
危
機
管
理
や
虐
待
対
応
な
ど
多
く
の
ス

キ
ル
を
習
得
す
る
こ
と
も
必
要
だ
が
、
根

底
に「
何
が
あ
って
も
私
は
大
丈
夫
」と
い

う
思
い
を
持
つ
こ
と
が
大
切
と
な
る
。
組

織
の
レ
ジ
リ
エン
ス
は
、
突
然
の
状
況
変
化

や
リ
ス
ク
な
ど
に
、
組
織
と
し
て
対
応
し

挽
回
す
る
能
力
で
あ
る
。
組
織
が
打
撃

を
受
け
て
も「
私
た
ち
は
大
丈
夫
。

１
０
０
％
で
な
く
て
も
全
力
を
尽
く
す
こ

と
は
で
き
る
」と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
組
織
の
レ
ジ
リ
エン
ス

が
高
ま
る
と「
心
理
的
安
全
性
が
高
い
組

織
」と
な
り
、
パフ
ォ
ー
マン
ス
が
一
番
高
く

な
る
と
い
う
研
究
結
果
も
出
て
い
る
。
個

人
の
レ
ジ
リ
エン
ス
と
組
織
の
レ
ジ
リ
エン
ス

は
お
互
い
に
影
響
し
合
い
、
個
人
の
レ
ジ
リ

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、そ
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

講
義

「
今
後
求
め
ら
れ
る
保
健
師
像
と
人
材
育

成
に
つい
て
～
レ
ジ
リ
エン
ス
の
高
い
保
健
師

の
育
成
を
目
指
し
て
～
」

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
さ
い
た
ま
看
護

学
部　

教
授�

成
木　

弘
子
氏

⑴�

今
後
求
め
ら
れ
る
保
健
師
・
組
織
の
能

力
【
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ（
ブ
ー
カ
）の
時
代
に
対
応
で
き
る

レ
ジ
リ
エンス
】

日
本
は
今
、「
少
子
高
齢
化
」「
人
口
減

少
」「
Ａ
Ｉ
化
」「
災
害
」「
未
知
の
感
染
症
の

発
生
」等
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
世
界
を

迎
え
て
お
り
、
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ（
先
行
き
が
不
透

明
で
将
来
の
予
測
が
困
難
な
状
態
）の
時

代
と
い
わ
れ
て
い
る
。こ
れ
に
対
し
て
は
、「
困

難
に
直
面
し
た
と
き
に
、
し
な
や
か
に
折

れ
る
こ
と
な
く
立
ち
直
る
力（
レ
ジ
リ
エン

ス
）」が
必
要
で
あ
る
。

エン
ス
が
高
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
組
織
の

レ
ジ
リ
エンス
も
高
く
な
り
、
そ
れ
に
よって

さ
ら
に
個
人
の
レ
ジ
リ
エン
ス
が
高
ま
る
と

い
う
好
循
環
につ
な
がって
い
く
。

⑵
レ
ジ
リ
エンス
の
高
い
保
健
師
の
育
成

【
レ
ジ
リ
エンス
の
高
め
方
】

個
人
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
に
は
、

①
自
己
効
力
感
を
高
め
る　

②
良
い
人

間
関
係
の
中
に
い
る　

③
感
情
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
で
き
る　

④
楽
観
的
に
な
る
―

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
、
自
己

効
力
感
は
ト
レ
ー
ニン
グ
に
よって
獲
得
で

き
、
レ
ジ
リ
エン
ス
を
高
め
る
た
め
の
肝
と

も
い
え
る
。
具
体
的
に
は
、
リ
フ
レ
ク
ション

が
効
果
的
で
、
レ
ジ
リ
エン
ス
、
自
律
型
の

学
習
者
を
育
て
る
要
素
、
学
習
す
る
組

織
を
つ
く
る
要
素
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
。組

織
の
レ
ジ
リ
エンス
を
高
め
る
方
法
は
、

失
敗
で
き
る
環
境
を
整
え
、
情
報
共
有
・

意
見
交
換
を
積
極
的
に
行
う
環
境
を
つ

日
本
公
衆
衛
生
看
護
学
会
学
術
集
会
に
お
け
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
活
動
報
告

全
国
保
健
師
長
会
学
会
・
学
術
に
関
す
る
委
員
会
委
員
長
／
北
九
州
市
戸
畑
区
役
所
保
健
福
祉
課
　
髙
橋 

都
子

日
本
保
健
師
連
絡
協
議
会
２
０
２
３
年
度
活
動
報
告
集
会

全
国
保
健
師
長
会
令
和
５
年
度
会
長
　
松
本 

珠
実

全
国

保
健
師
長
会

だ
よ
り
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ン
で
の
活
用
】

リ
フ
レ
ク
シ
ョン
の
手
法
の
中
で
、
組
織

行
動
学
者
のコル
ブ
に
よ
る
、
経
験
学
習
モ

デ
ル
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
は
、
自
分
自
身

の
行
動
や
考
え
を
深
く
顧
み
て
、「
そ
の
と

き
に
な
ぜ
そ
う
し
た
の
か
、
そ
れ
を
す
る

こ
と
で
何
を
得
た
の
か
」を
掘
り
下
げ
、
今

後
よ
り
よ
く
対
処
す
る
た
め
の「
知
」を
見

い
だ
し
、
そ
れ
を
次
に
試
み
る
こ
と
を
繰

り
返
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

保
健
師
が
職
場
で
取
り
入
れ
る
と
き
に

は
、
あ
え
て
プ
ラ
ス
の
経
験
を
引
き
出
し
、

「
何
が
良
かった
の
か
」と
い
う
こ
と
に
目
を

向
け
て
み
る
と
よ
い
。「
リ
フ
レ
ク
ション
の
対

話
の
質
を
上
げ
る
質
問
例（
当
日
の
講
義

資
料
12
ペ
ー
ジ
）」（
表
）を
使
って
一
歩
踏
み

込
ん
で
聴
い
て
ほ
し
い
。
例
え
ば
、
部
下
と

の
事
業
の
振
り
返
り
等
で
、
こ
の
質
問
に

よ
り
、
そ
の
事
業
の
中
で
の
経
験
の
内
容

を
細
か
く
引
き
出
し
て
整
理
し
、
言
語
化

で
き
て
な
い
と
こ
ろ
を
言
語
化
す
る
こ
と

で
、
相
手
は
自
分
の
気
付
き
を
深
め
、
そ

の
中
で
意
味
を
見
い
だ
す
こ
と
に
つ
な
が

る
。
こ
れ
に
よ
り「
自
分
を
認
め
て
も
ら
え

た
感
覚
が
持
て
た
、気
持
ち
が
温
か
く
なっ

た
」
等
の
感
想
が
得
ら
れ
、
ま
さ
に
心
理

的
安
全
性
の
高
い
職
場
の
雰
囲
気
に
つ
な

が
る
も
の
と
な
る
。
ぜ
ひ
取
り
入
れ
て
い
た

だ
き
た
い
。

⑶�

レ
ジ
リ
エンス
を
高
め
る
た
め
の
リ
ー
ダ
ー

の
役
割

リ
ー
ダ
ー
は
、
自
分
の
レ
ジ
リ
エンス
、
そ

し
て
部
下
、
組
織
の
レ
ジ
リ
エン
ス
を
高
め

る
役
割
が
あ
る
。
最
も
大
事
な
の
は
、
自

分
の
レ
ジ
リ
エン
ス
を
高
め
る
こ
と
。
こ
れ

が
低
い
ま
ま
で
は
、
部
下
や
組
織
の
レ
ジ
リ

エンス
は
高
ま
ら
な
い
。
自
分
の
行った
こ
と

の
意
味
を
理
解
し
、
自
己
肯
定
感
を
高
め

る
ト
レ
ーニン
グ
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

部
下
に
対
し
て
は
、
自
己
決
定
す
る
た

め
の
正
し
い
情
報
を
提
供
し
、
考
え
る
機

会
を
つ
く
って
あ
げ
て
ほ
し
い
。
こ
れ
に
よっ

て
、
部
下
は
質
問
し
、
振
り
返
り
の
場
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
、
自
律
的
な
部
下
、

自
律
的
な
組
織
へ
と
変
わって
い
く
。

他
に
も
、
職
員
の
研
修
受
講
を
考
え
る

際
、
新
し
い
知
識
を
得
る
研
修
と
、
そ
の

職
員
の
得
意
な
分
野
の
研
修
の
両
方
を
受

講
で
き
る
と
、
成
長
につ
な
がって
く
る
。

お
の
お
の
が
周
囲
に
認
め
ら
れ
、
心
理

的
安
心
感
の
中
で
仕
事
が
で
き
る
職
場
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

「
共
に
育
ち
合
え
る
レ
ジ
リ
エンス
の
高
い

職
場
環
境
を
目
指
し
て
取
り
組
め
る
こ

と
」を
テ
ーマ
に
、
各
グ
ル
ー
プ
で
、
１
人
が

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
中
で
う
ま
く
いっ
た
こ

と
を
振
り
返って
話
し
、「
リ
フ
レ
ク
ション
の

対
話
の
質
を
上
げ
る
質
問
例
」を
使
って
の

対
話
を
行
い
、
そ
の
後
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
楽
し
い
雰
囲
気
で
、「
お

の
お
の
の
強
み
、で
き
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ

を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
」「
認
め
ら
れ

る
こ
と
は
大
事
」
等
の
意
見
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

最
後
に
、
成
木
先
生
か
ら「
傾
聴
し
て

共
感
す
る
、
そ
し
て
認
め
る
と
い
う
こ
と

が
大
切
。
保
健
師
の
仕
事
は
終
わ
り
が
な

く
、
常
に
新
し
い
課
題
に
取
り
組
み
、
走

り
続
け
て
い
る
。
疲
れ
た
と
き
に
、
自
分

た
ち
の
やって
き
た
こ
と
を
自
身
で
認
め
る

こ
と
は
、
思
って
い
る
以
上
に
皆
さ
ん
の
力

に
な
る
。
い
き
い
き
し
た
姿
で
仕
事
に
向

き
合
う
先
輩
に
、
関
心
を
持
つ
と
こ
ろ
か

ら
、
後
輩
は
成
長
し
、
そ
の
関
わ
り
の
中

で
先
輩
も
気
付
く
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。

ま
ず
は
、
自
分
自
身
の
自
己
肯
定
感
を

高
め
、
やって
き
た
仕
事
の
意
味
を
見
い
だ

く
る
こ
と
に
あ
る
。
困った
と
き
や
助
け
て

ほ
し
い
と
き
に
、
一
人
一
人
が
気
兼
ね
な

く
発
言
で
き
、
そ
れ
に
対
し
て
、
周
囲
が

共
に
、
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
助
け
合

え
る
環
境
・
雰
囲
気
を
つ
く
る
こ
と
で
あ

る
。

【
経
験
学
習
モ
デ
ル
の
概
要
と
リ
フ
レ
ク
ショ

講義の様子

表　リフレクションの対話の質を上げる質問例
項　目 内　容

経験を確認する質問
(自身の経験に焦点を当てて聞く)

その取り組みをしようとしたとき、あなたが感じたことや考えたことはなんですか？
その取り組みの中で、あなたはどんな行動をし、どんな役割をしましたか？

事実を確認する質問
(経験の中身を聞く)

その行動を始めたきっかけはなんでしたか？
(具体的も可：その行動を始めたきっかけは○○ですか？△△ですか？ )
その経験で困ったことをどう乗り越えたのですか？

自己理解を促す質問(経験を深める)
※発表者の鏡になる

その(具体的な)取り組みをしたあなたの考えは～ということですよね？
その(具体的な)取り組みをしたときのあなたの行動は～ということですよね？
その(具体的な)取り組みをしたときにあなたが果たした役割は～ですよね？

効果の整理をする質問
(経験の影響を聞く)

その経験をしたときにどのように感じましたか？
その経験の前後で何が変わりましたか？
その経験が他にどのような場面に影響を与えましたか？
その経験が周りの人にどのような影響を与えましたか？

引用文献）松尾睦：対話を通した経験のリフレクション,北海道大学 Discussion Paper, Series B146,p8,2016. を加筆修正
©Japanese Red Cross College of Nursing H.NARUKI

成木教授講義資料より抜粋 再修正1112版
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し
、『
私
た
ち
は
、
何
が
あって
も
な
ん
と
か

な
る
』と
思
え
る
いい
職
場
を
つ
くって
いって

ほ
し
い
」と
い
う
メッ
セ
ー
ジ
を
頂
い
て
終
わ

り
ま
し
た
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も「
自
分
や
組

織
の
レ
ジ
リ
エン
ス
を
高
め
た
い
」「
職
員
と

の
振
り
返
り
等
で
実
践
し
た
い
」
等
の
前

向
き
な
感
想
を
多
く
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

今
後
も
、
保
健
師
の
活
力
と
な
る
企
画

を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
保
健
師
連
絡
協
議
会

２
０
２
３
年
度
活
動
報
告
集
会

２
０
２
４
年
３
月
24
日
、
Ｗｅ
ｂ
上
で
４

年
ぶ
り
に
日
本
保
健
師
連
絡
協
議
会
活

動
報
告
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
幹
事
で
あ
る
日
本
公
衆
衛
生
看

護
学
会
の
岡
本
玲
子
理
事
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
来
賓
の
厚
生
労
働
省
健
康
・
生
活

衛
生
局
健
康
課
五
十
嵐
久
美
子
保
健
指

導
室
長
よ
り
、
本
報
告
集
会
を
通
じ
て

保
健
師
関
連
団
体
の
連
携
が
深
ま
り
、

活
動
の
推
進
に
つ
な
が
る
こ
とへの
期
待
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
２
０
２
３
年
度
の
６
団
体
の
活
動

報
告
と
、
次
年
度
の
活
動
方
針
が
順
に
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
産
業
保
健
師
会
か
ら
は
、
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
の
普
及
に
よ
り
働
き
方
が
変
わ

り
、
産
業
保
健
師
に
求
め
ら
れ
る
も
の
が

複
雑
・
多
岐
に
わ
た
り
、
中
小
企
業
に
お

け
る
産
業
保
健
師
の
社
会
的
認
知
、ス
キ

ル
ア
ッ
プ
、
産
業
保
健
分
野
で
働
く
保
健

師
の
法
的
位
置
付
け
な
ど
組
織
化
お
よ
び

活
動
基
盤
強
化
を
図
る
た
め
の
活
動
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
保
健
師
長
会
か
ら
は
、
健
康
日

本
21（
第
三
次
）、
保
健
所
お
よ
び
市
町
村

に
お
け
る
精
神
保
健
福
祉
業
務
運
営
要

領
な
ど
に
意
見
が
反
映
さ
れ
た
こ
と
、
地

域
保
健
総
合
推
進
事
業
の
結
果
、
統
括

保
健
師
間
連
携
が
健
康
危
機
管
理
や
役

割
発
揮
に
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
次

年
度
、
統
括
保
健
師
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推

進
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
保
健
師
活
動
研
究
会
か
ら
は
、オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー「
ど
う
す
る
!? 

こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
と
母
子
保
健
活
動
」を
開

催
し
、
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、

各
自
治
体
で
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
生
か

し
、
ポ
ピュレ
ー
シ
ョン
ア
プ
ロ
ー
チ
や
予
防

を
発
展
さ
せ
る「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」の

在
り
方
を
協
議
す
る
よ
う
期
待
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

日
本
看
護
協
会
か
ら
は
、
保
健
師
の
継

続
的
・
計
画
的
な
人
材
確
保
と
し
て
、
自

治
体
保
健
師
人
材
確
保
の
た
め
の
魅
力
・

情
報
発
信
事
業
を
主
催
し
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
ほ
か
、
保
健
師
の
人
材
育
成
と

し
て
、
保
健
師
の
人
材
育
成
ツ
ー
ル（
習
熟

段
階
）の
開
発
や
大
学
院
教
育
推
進
に
関

す
る
検
討
、
保
健
師
の
活
動
強
化
・
活
躍

促
進
と
し
て
保
健
師
の
活
動
指
針
の
改
正

に
向
け
た
検
討
や
提
言
を
行
っ
た
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
公
衆
衛
生
学
会
か
ら
は
、
公
衆

衛
生
看
護
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
改
定
、

エ
ビ
デ
ンス
に
基
づ
く
公
衆
衛
生
看
護
の
実

践
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
開
発
、
地
域
看
護
関

連
学
会
合
同
委
員
会
で
の
在
宅
看
護
学
、

地
域
看
護
学
、
公
衆
衛
生
看
護
学
の
定

義
の
明
確
化
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
教
育
機
関
協
議
会
か
ら
は
、
教

員
の
質
の
向
上
、
上
乗
せ
教
育
に
よ
る
実

践
力
の
あ
る
保
健
師
を
育
成
す
る
教
育

課
程
推
進
を
図
って
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
保
健
師
教
育
の
動
向
に
つい
て
解
説

が
あ
り
ま
し
た
。
看
護
基
礎
教
育
に
お
い

て「
在
宅
看
護
論
」は「
地
域
・
在
宅
看
護

論
」へ
名
称
と
位
置
付
け
が
変
更
さ
れ
、

地
域
で
暮
ら
す
生
活
者
が
看
護
の
基
盤
と

さ
れ
た
こ
と
、
保
健
師
教
育
は
３
単
位
増

え
、
現
場
に
対
し
て
事
業
化
・
施
策
化
、

健
康
危
機
管
理
、
疫
学
デ
ー
タ
・
保
健
統

計
か
ら
の
地
域
ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
の
学
習
へ

の
協
力
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

保
健
師
の
未
来
を
拓ひ

ら

く
プ
ロ
ジェク
ト
の

報
告
は
、
日
本
教
育
機
関
協
議
会
の
岸

教
授
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
専
門
職
要

件
で
あ
る
関
連
団
体
で
合
意
さ
れ
た
規

範
、
持
続
的
な
質
保
証
に
資
す
る
外
部

評
価
機
構
な
ど
を
保
健
師
が
有
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
本
協
議
会
構
成
団
体
の

協
力
を
得
て
、
日
本
公
衆
衛
生
看
護
学

会
、
日
本
教
育
機
関
協
議
会
、
全
国
保

健
師
長
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
２
年
間
の
プ

ロ
ジェク
ト
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２ 

３
年
度
は
デ
ル
ファ
イ
法
を
用
い
て
、
合
意

さ
れ
た
コ
ア
バ
リ
ュー
・コ
ア
コン
ピ
テ
ン
シ
ー

を
作
成
し
ま
し
た
。
今
後
、
保
健
師
関

連
団
体
が
団
結
、
協
力
し
て
、
各
種
機
会

や
媒
体
を
活
用
し
、
周
知
と
活
動
成
果
の

公
表
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
実
践

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
保
健
師
人
材
育
成
ツ
ー
ル

開
発
、
モ
デ
ル・コ
ア
カ
リ
キ
ュラ
ム
の
改
訂

な
ど
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で

す
。最

後
に
、
こ
れ
ら
の
成
果
物
を
今
後
ど

の
よ
う
に
活
用
す
べ
き
か
、
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ

ト
セッ
ション
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
保
健
師

活
動
指
針
や
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
への
反
映
、

研
修
に
よ
る
周
知
、
具
体
化
を
求
め
る
意

見
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。


